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壱
岐
市
開
発
公
社
決
算
認
定
ほ

か
、
関
係
条
例
の
制
定
、
訴
え
の

提
起
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成
十
八

年
度
水
道
事
業
・
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
な
ど
、
市
長
提
出
議
案

二
十
三
件
、
請
願
一
件
、
要
請
一

件
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
契
約
の
締
結

な
ど
、
議
案
一
件
、
諮
問
一
件
、

さ
ら
に
議
員
提
案
に
よ
り
、
工
事

の
入
札
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す

る
決
議
（
百
条
委
員
会
）、
意
見
書

提
出
の
発
議
三
件
が
追
加
上
程
さ

れ
、
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
定
例
会



壱岐市議会初の100条委員会設置壱岐市議会初の100条委員会設置
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　寺頭・白水両団地公営住宅新築工事の入札についての調査に関する
決議について審議

提案理由
　平成19年９月７日付、壱岐日々新聞において、「寺頭・白水両団地公営住宅新築工事の
入札の遅れは、市と島内大手建設業者とのゆ着が原因で、その業者の指名停止期間の解除
を待っている。」との報道があった。これが事実とすれば重大な違法行為であり、壱岐市議
会としても地方自治法第100条に規定されている調査権限を使ってでも事実関係を徹底
究明し、市民の前に明確にする必要がある。よって、寺頭・白水両団地公営住宅新築工事
の入札に関する調査特別委員会の設置を提案する。

質疑内容
一般質問の中でも「市の事務手続きの遅れはあったものの、ゆ着疑惑についてはない。」
と言明されたが、市民の間でも大きな話題になっているので、市長も何らかの形で対
応すべき。議会として真相の解明は必要だが、まず特別委員会等で対応すべき。

自治体の事務に関する調査に対して設置するもので、趣旨が異なるとの設置反対の意
見も出されたが、採決の結果、賛成多数（賛成15、反対９）で可決となった。

１００条委員会とは１００条委員会とは
　地方自治法第100条に基づき地方議会の議決により委任を受けた議会の特別委員会の
ことで、地方公共団体の事務に関する調査を行い、関係人の出頭および証言・記録の提出
を請求することができる。この権限を100条調査権という。国会の国政調査権と同様、罰
則を設けることで調査権の実効性を担保している。
　罰則としては、出頭または記録の提出の請求を受けた人が、正当の理由がなくそれを拒んだ
場合、６カ月以下の禁固または10万円以下の罰金に処せられる等の規定がある。

壱岐市議会初の100条委員会設置壱岐市議会初の100条委員会設置

寺
頭
・
白
水
両
団
地
公
営

住
宅
新
築
工
事
の
入
札
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

小
園　

寛
昭

副
委
員
長　

町
田　

光
浩

委
員　

小
金
丸
益
明

委
員　

深
見　

義
輝

委
員　

坂
本　

拓
史

委
員　

町
田　

正
一

委
員　

豊
坂　

敏
文

委
員　

鵜
瀬　

和
博

委
員　

久
間　
　

進

委
員　

瀬
戸
口
和
幸

白水団地建設現場（石田町石田西触）
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壱岐市初のセーフティーゾーン入札制度
適用による入札ミス
久喜漁港中防波堤（Ａ）整備工事請負契約の締結について審議 

Q
再
入
札
と
な
っ
た
理
由
と
経
過
は
。

A
落
札
業
者
を
発
表
し
、
入
札
会
を
閉
じ
た
直
後
、
業
者
か
ら
異

議
申
し
出
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
保
留
と
い
う
形
を
と
ろ
う
と
し
た

が
、
納
得
さ
れ
ず
、
全
員
退
席
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
落
札
業
者
の
決
定
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
経
過
を
上
司
に
報
告
し
た
。

　

後
日
、
全
業
者
に
入
札
の
経
緯
と
誤
り
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
本
来
の
落
札
業
者
と
の
再
契
約
を
申
し
出
た
が
、
全
業
者
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
、
再
入
札
と
な
っ
た
。

Q
職
責
の
職
員
が
立
ち
会
い
し
た
の
か
。

A
入
札
担
当
係
長
と
係
員
の
２
人
の
み
。

Q
特
に
入
札
に
関
し
て
は
慎
重
に
。
今
後
の
対
策
は
。

A
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
入
札
担
当
部
課
は

も
ち
ろ
ん
、
併
せ
て
所
管
の
課
長
・
係
長
も
出
席
さ
せ
る
。
問
題

解
決
に
向
け
て
一
生
懸
命
努
力
す
る
。

久喜漁港中防波堤航空写真

ＡＡＡ
ＢＢＢ
ＣＣＣ
ＤＤＤ
ＥＥＥ

ＡＡＡ

ＢＢＢ

ＣＣＣ
ＤＤＤ

ＥＥＥ

高

低

入
札
価
格

高

低

入
札
価
格

通常の入札（最低制限価格がある場合） 今回の入札（入札時最低制限価格がある場合）

予定価格

セーフティーゾーン

入札入札入札入札時最時最時最時最低制低制低制低制限価限価限価限価格格格格 87.XX%

最低制限価格 87.00%

予定価格

最低制限価格

失格

失格

落札
落札

入札ミスの状況 …… 全業者の入札価格が入札時最低制限価格を下回った場合に限り、
セーフティーゾーン入札制度が適用され、本来ならば全業者中で
入札価格が一番低いＥ業者が落札者となるが、Ｅ以外の業者を落
札者として市が誤って発表し、入札会を閉じた。

入札時最低制限価格
予め定めた基準により、予定価格の87.00％～
87.99％の範囲内でくじにより決定する。
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平
成
　
事
業
年
度

長
崎
県
市
町
村
土
地

開
発
公
社
決
算
の
報
告

Q
平
成
15
年
度
以
降
昨
年

ま
で
事
業
の
実
績
は
全
く
な

く
、
当
市
の
借
入
金
の
償
還

が
完
了
後
、
土
地
開
発
公
社

は
存
続
さ
れ
る
の
か
。

A平
成
　
年
度
財
団
法
人

壱
岐
市
開
発
公
社
事
業

会
計
収
支
決
算
の
報
告

Q
長
期
借
入
金
の
内
容
は
。

A

Q 

平
成
19
年
度
は
ど
の
よ

う
に
努
力
し
た
の
か
。
現
在

ま
で
の
推
移
は
。

AQ
サ
ン
ド
ー
ム
や
国
民
宿

舎
に
つ
い
て
売
却
ま
た
は
閉

鎖
を
視
野
に
入
れ
て
地
元
説

明
会
を
開
催
し
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
と
き
の
反
応
は
。

A

壱
岐
市
自
然
環
境

保
全
条
例
の
制
定

Q
壱
岐
市
自
然
環
境
保
全

対
策
審
議
会
の
構
成
人
員
お

よ
び
構
成
の
メ
ン
バ
ー
は
。

AQ
こ
の
条
例
は
陸
上
の
み

適
用
で
あ
る
が
、
自
然
環
境

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
海
上
は
ど
う
か
。

A

訴
え
の
提
起
（
市
営
住

宅
の
家
賃
納
入
及
び
住

宅
明
け
渡
し
の
請
求
）

Q
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
滞

納
な
の
か
、
保
証
人
へ
の
請

求
が
な
さ
れ
た
の
か
。

AQ
債
務
者
の
債
務
に
つ
い

て
請
求
を
す
る
場
合
に
、
債

務
者
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
保

証
人
に
は
請
求
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
条
例
に
基
づ
い

て
執
行
し
て
い
る
の
か
。

A

平
成
　
年
度
壱
岐
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Q 

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
の
捕
獲

３
３
万
円
計
上
の
内
容
は
。

今
年
度
の
捕
獲
実
績
（
対
前

年
比
）
と
今
後
の
対
策
は
。

A

日本の渚８８選に選ばれている筒城浜

フットサルのリーグ戦
（サンドーム屋内競技場）

こらあ
どえんこつ
で？

ユウくん

1818

19
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Q
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費

補
助
金
８
８
０
万
円
の
内
容

は
。A

Q
扶
助
費
１
、６
１
２
万

８
千
円
増
の
内
容
は
。

AQ
老
人
入
湯
助
成
金
（
団

体
券
）
２
０
０
万
円
の
試
算

の
根
拠
は
。

AQ
電
柱
等
調
査
手
数
料
の

５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

A

Q
焼
却
灰
保
管
施
設
周
辺

環
境
調
査
委
託
料
２
５
０
万

円
の
内
容
は
。

AQ
新
世
紀
水
産
業
育
成
事

業
の
内
容
と
不
採
択
の
理
由

お
よ
び
今
後
の
対
策
は
。

A

Q
小
学
校
費
お
よ
び
中
学

校
費
の
学
校
管
理
費
消
防
用

設
備
の
不
良
改
修
の
内
容
は
。

今
回
対
象
外
は
万
全
か
。

A平
成
　
年
度
壱
岐
市

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

Q
簡
易
水
道
事
業
は
今
後
、

上
水
道
へ
統
合
す
る
の
か
。

A平
成
　
年
度
壱
岐
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

Q
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
落
雷

対
策
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

A平
成
　
年
度
壱
岐
市

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

Q
水
道
使
用
料
の
未
収
金

対
策
は
。

A

平
成
　
年
度
壱
岐
市

病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

Q
建
設
改
良
費
予
算
額
６
、

０
２
９
万
９
千
円
で
、
決
算

額
が
３
、６
０
２
万
１
、９
３

０
円
と
な
っ
て
い
る
。
不
用

額
の
内
容
お
よ
び
理
由
は
。

AQ
手
当
に
消
費
税
が
発
生

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

A

改修予定の火災報知器
（霞

かすい

翠小学校）

　　タイワンリスの捕獲状況

19

1918

18



06いき　議会だより　2007年第15号

イル
カが

来る
のね
！

どんな補正があるの？

９月補正予算 一般会計補正額　３億２，４２２万７千円増
 特別会計補正額　　　２，２１１万３千円増

好評の老人無料バス対策
８８０万円

市民病院行きバス

イルカの仲間が増えます
  ４２３万円

イルカと武生水保育所の子どもたち

団体入湯券が復活！
２００万円

入湯優待券（団体券）

ゴミ処理施設　いよいよ設計段階へ
 ４，８６０万円

汚泥再生処理センターの建設予定地（郷ノ浦町若松触）

キクちゃん

（地方バス路線維持費補助金）（廃棄物処理施設整備事業費、設計委託料） 
（焼却場・リサイクルセンター・最終処分場・汚泥再
生処理センター）

（老人入湯助成金）（イルカ3頭購入経費）
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9 人9 人 が 登 壇が 登 壇

町
田　

正
一 

議
員

Q 

島
内
新
聞
ゆ
着

疑
惑
報
道

　

寺
頭
・
白
水
両
団
地
の
入

札
の
遅
れ
は
、
壱
岐
日
々
新

聞
社
の
九
月
七
日
号
で
報
道

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
市
内
の

大
手
建
設
業
者
と
の
ゆ
着
に

よ
る
も
の
か
。
明
確
に
答
弁

願
い
た
い
。
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
百
条
委

員
会
※
を
設
置
し
て
ま
で
も
、

議
会
と
し
て
の
責
任
を
果
た

す
べ
き
。

A 

市
長

事
実
無
根 

Q 
市
営
住
宅
の
入
居
者
の

実
態
調
査
を
求
め
る
！

　

荷
物
だ
け
を
置
い
て
長
期

不
在
と
い
う
居
住
実
態
の
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
早
急
に

全
島
的
に
調
査
を
。

A 
市
長

実
態
調
査
が
必
要 

Q 
漁
家
支
援
を
！

　

漁
業
者
は
燃
料
の
高
騰
の

た
め
に
出
漁
を
見
合
わ
せ
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
ま

ま
で
は
離
島
の
漁
業
は
壊
滅

す
る
。
国
・
県
に
対
し
て
強

力
に
補
助
等
を
要
望
す
べ
き
。

A 
市
長

要
望
中 

※
地
方
議
会
が
地
方
公
共
団
体
事
務
の
調

査
権
を
行
使
す
る
た
め
に
設
け
る
委
員

会
で
、
地
方
自
治
法
百
条
に
規
定
が
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
。

漁業者に支援を！（勝本港）

平成１９年９月定例会から
一般質問の形態が変わりました　

議会は言論の府であり、議員活動の基本は言論であるという
「発言自由の原則」から、下記のとおり試行的に実施しました。
 変更前     変更後   
質問回数 ３回まで →   制限なし  
質問時間（答弁を含む） ４０分以内 →  ５０分以内 

一 般 質 問一 般 質 問 傍聴者数傍聴者数  {{  9月13日　約20人 9月13日　約20人
 9月14日　約10人 9月14日　約10人

ミルちゃん ユウくん
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今
西　

菊
乃 

議
員

Q 
高
齢
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り

①
公
共
施
設
内
ト
イ
レ
の
半

数
に
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
。

ま
た
、
手
す
り
で
対
応
で
き

る
人
も
い
る
の
で
、
早
急
に

対
応
を
。
近
く
に
複
数
あ
る

公
衆
ト
イ
レ
は
精
査
す
べ
き
。

②
地
元
消
防
団
へ
高
齢
者
世

帯
の
情
報
提
供
を
し
、
災
害

時
の
避
難
誘
導
体
制
づ
く
り

を
早
急
に
。

A 
市
長

高
齢
者
に
配
慮
す
る 

Q 
子
育
て
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー

　

壱
岐
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
に
併
設
し

て
、
三
階
の
一
部

屋
に
設
置
で
き
る

の
で
は
。

A 
市
長

子
ど
も
と
高
齢
者
を
と

も
に 

Q 
市
立
図
書
館

　

立
地
条
件
が
悪
く
、
狭
隘

に
な
っ
て
蔵
書
が
困
難
と
な

っ
た
郷
ノ
浦
図
書
館
と
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
の
候
補
に

な
っ
て
い
る
石
田
図
書
館
の

今
後
の
構
想
は
。

A 
市
長

将
来
的
に
は
広
い
図
書

館
を 

子育てサークルでの読み聞かせ（壱岐こどもセンター）

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 
前
納
報
奨
金
制
度

継
続
を

①
こ
の
制
度
が
あ
る
が
ゆ
え

に
収
納
率
向
上
を
堅
持
し
て

い
る
。
廃
止
す
る
と
収
納
率

低
下
に
な
る
。
前
納
者
が
四

割
い
る
、
意
義
あ
る
制
度
を

将
来
的
に
継
続
す
べ
き
。

　

十
九
年
度
集
合
税
の
前
納

状
況
は
、
件
数
一
万
千
件
。
収

納
額
十
一
億
円
。
六
億
円
の

未
収
金
の
解
決
が
先
で
は
。

②
滞
納
徴
収
対
策
に
納
税
組

合
長
の
委
嘱
を
早
急
に
。

A 
市
長

廃
止
の
方
向
で 

Q 
公
共
施
設
の
耐
震

強
度

①
全
施
設
の
何
割
が
点
検
確

認
済
か
。

②
今
後
の
未
調
査
施
設
の
年

次
計
画
は
。

③
現
防
災
マ
ッ
プ
に
指
定
避

難
所
六
十
八
カ
所
あ
る
が
、

海
岸
線
の
施
設
は
津
波
の
有

事
に
は
機
能
し
な
い
。
早
急

な
見
直
し
を
す
べ
き
。

④
小
中
学
校
統
廃
合
も
視
野

に
入
れ
、
多
目
的
利
用
を
考

慮
し
た
方
策
を
。

A 
市
長

年
次
的
に
実
施
し
て
い
く 八幡漁協付近浸水状況（Ｈ１３.８.２０）
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近
藤　

団
一 

議
員

Q 

観
光
振
興

　

振
興
に
関
す
る
検
討
委
員

会
等
で
叩
き
台
と
な
る
の
は

各
種
デ
ー
タ
で
あ
る
。
観
光

客
数
の
推
移
や
、
福
岡
市
に

派
遣
し
て
い
る
職
員
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
効
果
な
ど
で

あ
る
。
博
物
館
を
造
っ
た
り
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
※
の
制
作
だ
け

で
観
光
客
が
来
る
時
代
で
は

な
い
。
観
光
に
携
わ
る
人
達

が
い
か
に
心
の
も
て
な
し
が

で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、

そ
れ
が
ま
ず
は
大
事
。
こ
こ

に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
。

A 
市
長

お
も
て
な
し
の
心
で 

Q 

市
民
病
院
の
問
題

と
業
務
委
託

　

近
頃
、
ま
た
応
対
へ
の
苦

情
が
い
く
ら
か
出
て
い
る
。

業
務
委
託
に
つ
い
て
も
監
査

委
員
か
ら
今
回
相
当
厳
し
い

意
見
が
出
て
い
る
。
ど
ち
ら

の
案
件
も
今
以
上
に
市
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
る
。
病
院
側
と
の

連
携
は
。

A 
市
長

さ
ら
に
連
携
を
密
に
す

る

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

か
た
ば
る
病
院
転

換
計
画

　

国
は
医
療
制
度
改
革
に
よ

り
、
療
養
型
病
床
を
六
〇
％

削
減
計
画
。
本
市
は
民
間
病

院
を
含
め
百
五
十
床
削
減
と

な
り
、介
護
難
民
が
発
生
。
か

た
ば
る
病
院
の
四
十
八
床
は

ど
の
よ
う
に
転
換
か
。
民
間

の
動
向
は
。

A 

市
長

介
護
施
設
併
設
含
め
検

討

Q 

特
養
ホ
ー
ム

①
百
七
人
の
う
ち
自
宅
待
機

者
は
。

②
増
床
と
建
設
時
期
は
。

③
建
設
場
所
の
早
期
決
定
を
。

亀
石
地
区
は
ど
う
か
。

A 
市
長

増
床
は
厳
し
い
が
建
て

替
え
は
早
急
に
し
た
い 

Q 

市
民
税
窓
口
対
応

①
高
額
医
療
限
度
額
適
用
認

定
証
交
付
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
と
聞
く
。
早
急
な
解
決

を
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
窓
口
対
応
と
事
後
処
理

の
迅
速
化
お
よ
び
各
課
と
の

連
携
強
化
を
。

A 
市
民
部
長

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
指
導
強
化 

明るい笑顔で窓口対応（石田庁舎）

説明をするボランティアガイド（Ｈ１９.４.１５　岳ノ辻）

※
記
念
碑
・
記
念
像
。
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鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 
広
報
こ
そ
が
大
切

な
時

　

財
政
が
厳
し
い
時
こ
そ
広

報
活
動
は
重
要
。
広
報
力
は

政
治
力
。
広
報
課
の
設
置
を
。

①
平
成
十
七
年
十
二
月
の
一

般
質
問
後
の
進
捗
状
況
は
。

②
少
な
い
予
算
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
島
外
へ

計
画
的
に
積
極
的
な
情
報
発

信
を
す
べ
き
。
定
期
的
に
市

長
記
者
会
見
の
実
施
を
。

③
広
報
戦
略
の
た
め
民
間
か

ら
の
中
途
採
用
や
広
告
代
理

店
と
の
契
約
、
壱
岐
の
広
告

塔
と
な
る
人
の
選
任
を
。

④
自
主
財
源
確
保
の
た
め
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
封
筒
な
ど
企

業
広
告
制
を
導
入
し
広
告
料

を
と
っ
て
は
。

A 
市
長

広
報
の
重
要
性
は
十
分

認
識

Q 
守
り
育
て
よ
う
地

域
の
道

　

風
光
明
媚
な
道
路
の
景
観

保
全
整
備
た
め
に
地
域
の

方
々
と
行
政
が
一
体
と
な
り

季
節
の
花
々
や
朝
・
夕
日
、

田
園
風
景
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
、
離
島
初
の
日
本

風
景
街
道
※
に
登
録
申
請
し

て
は
。

A 
市
長

将
来
的
に
は
登
録
し
た
い

美しい景観の八幡半島

倉
元　

強
弘 

議
員

Q 
水
道
水

　

飲
料
水
は
市
民
に
と
っ
て

一
日
た
り
と
も
、い
や
一
刻
た

り
と
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
浄
水
池
・
貯
水
池
の

水
質
検
査
お
よ
び
清
掃
の
実

施
状
況
は
。

A 
建
設
部
長

安
心
で
安
全
な
水
道
水

の
給
水
に
努
め
る 

Q 
特
養
ホ
ー
ム
の
建

て
替
え

　

特
養
ホ
ー
ム
は
老
朽
化
し

て
い
る
。
建
て
替
え
の
場
所

に
つ
い
て
市
長
は
同
僚
議
員

の
質
問
に
対
し
、「
か
た
ば
る

病
院
の
所
。」と
答
弁
さ
れ
た

が
、
そ
の
真
意
は
。
現
在
、
湯

ノ
本
に
あ
る
特
養
ホ
ー
ム
を

壱
岐
島
の
南
部
に
持
っ
て
行

く
と
い
う
こ
と
は
、
北
部
の

市
民
と
し
て
絶
対
に
反
対
で

あ
る
。

A 
市
長

市
全
体
の
こ
と
を
考
え

て
検
討
す
る 

※ 

多
様
な
協
働
の
も
と
地
域
資
源

を
活
か
し
た
質
の
高
い
風
景
の

形
成
に
よ
り
地
域
活
性
化
、
観

光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

いのちの水を大切に！
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市
山　

繁 

議
員

Q 
芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル

　

前
回
質
問
の
自
販
機
・
電

話
機
設
置
の
そ
の
後
の
対
応

は
。A 

市
長

建
物
の
景
観
を
配
慮 

Q 
採
石
場
跡
地（
水

源
地
）の
取
得
は

①（
株
）地
球
か
ら
事
業
中
止

と
水
源
の
有
効
活
用
の
提
示

が
な
さ
れ
た
が
、
市
長
の
考

え
と
交
渉
は
。

②
水
質
を
再
調
査
し
、
良
好

で
あ
れ
ば
全
体
の
取
得
を
。

A 
市
長

今
後
交
渉
し
た
い 

Q 

焼
酎
原
麦
と
飼
料
作

物
の
生
産
向
上
は

　

現
在
、
大
麦
の
生
産
量
は

酒
造
組
合
使
用
料
の
約
一
〇

％
。
三
〇
％
位
生
産
し
、
壱
岐

原
麦
仕
込
み
の
ブ
ラ
ン
ド
品

化
の
大
麦
生
産
向
上
基
盤
作

り
対
策
の
助
成
を
。

A 
市
長

地
産
地
消
で
地
域
活
性

化
を 

Q 

老
人
個
人
入
湯
券

復
活
を
！

　

対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
と

な
り
、
そ
の
見
直
し
と
し
て

団
体
券
に
つ
い
て
年
二
回
分

補
正
さ
れ
た
が
、
六
十
代
の

会
員
も
少
な
く
な
い
。
今
ま

で
よ
り
不
公
平
が
生
じ
る
。

昨
年
並
み
の
復
活
を
お
願
い

し
た
い
。

A 
市
長

少
子
化
対
策
の
充
実 

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

循
環
型
社
会
を
目

指
せ
！

　

過
疎
地
域
は
国
の
施
策
で

財
政
的
に
も
困
窮
状
態
。
過

疎
地
域
の
価
値
観
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
壱
岐
は
自
給
自

足
可
能
な
島
。
第
一
次
産
業

の
振
興
を
図
る
中
で
、
有
機

肥
料
に
よ
る
自
然
に
優
し
い

循
環
型
社
会
を
構
築
す
べ
き
。

ゴ
ミ
総
量
の
四
〇
％
は
生
ゴ

ミ
。
焼
却
場
の
規
模
は
一
〇

％
削
減
の
み
と
の
見
解
。
こ

れ
で
は
不
十
分
。
市
長
の
決

断
は
。

A 
市
長

土
着
菌
を
活
用 

Q 

学
校
予
算

　

市
の
学
校
予
算
は
財
政
事

情
か
ら
圧
縮
さ
れ
る
ば
か
り
。

一
般
会
計
に
占
め
る
比
率
は

二
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
薄
弱

な
予
算
。
二
学
期
に
は
需
用

費
は
底
を
つ
く
と
学
校
現
場

の
声
を
耳
に
す
る
。
ま
た
、

学
校
の
基
本
で
あ
る
図
書
購

入
費
は
な
い
。
政
策
な
く
し

て
対
策
あ
り
の
行
政
で
あ
る
。

予
算
編
成
の
再
考
を
す
べ
き
。

A 
市
長

子
ど
も
達
は
し
ま
の
宝 

A 
教
育
長

予
算
獲
得
へ
努
力 

壱岐産大麦の生産拡大を！

霞
かすい

翠小学校の授業風景
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委
員
長　

坂
口　

健
好
志

 

議
案
審
査
状
況 

　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
額
三
億
二
千
四
百
二

十
二
万
七
千
円
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

 

地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金 

　

老
人
無
料
バ
ス
利
用
者
の
正
確
な
乗

車
実
数
の
把
握
方
法
お
よ
び
利
用
者
本

人
の
一
部
負
担
も
含
め
、
十
分
に
検
討

す
る
べ
き
。

　

会
社
自
体
に
も
さ
ら
な
る
経
営
改

善
・
経
営
努
力
を
求
め
て
実
情
を

正
確
に
把
握
し
て
、
適
切
な
補
助

金
の
交
付
を
行
う
べ
き
。

 

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業 

　

専
門
的
な
分
野
で
あ
り
、
整
備

費
用
も
高
額
に
な
る
事
業
な
の
で
、

規
模
・
経
費
等
十
分
に
精
査
・
検

討
を
し
て
、
最
小
の
投
資
で
最
大

の
機
能
が
発
揮
で
き
る
基
盤
整
備

を
進
め
る
べ
き
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業 

　

さ
ら
な
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
積

極
的
に
推
進
し
、
で
き
る
限
り
コ
ン
パ

ク
ト
な
焼
却
施
設
に
す
る
よ
う
求
め
る

べ
き
。

 

新
世
紀
水
産
業
育
成
事
業
費
補

助
金 

Q
県
の
見
解
と
し
て
、
現
在
の
郷
ノ
浦

町
漁
協
の
経
営
状
況
で
は
、
新
規
の

事
業
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由

で
不
採
択
と
な
っ
た
結
果
に
対
し
、

市
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
と
し
て
は
漁
協
か
ら
提
出
の
平
成

十
九
年
か
ら
五
カ
年
間
の
財
務
改
善

計
画
に
基
き
、
改
善
が
行
わ
れ
た
上

で
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

委員会レポート委員会レポート委員会レポート

委
員
長　

中
田　

恭
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

九
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
・
整
備
に
関
す
る
議
案

四
件
と
、
陳
情
一
件
の
付
託
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
、
郵
政
民
営

化
法
の
施
行
に
伴
う
語
句
の
変
更
・
整
備
に
よ
る
も
の
で
、

四
件
と
も
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
た「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い

て
」
は
、
毎
年
提
出
も
し
て
お
り
、
国
庫
負
担
が
こ
れ
以
上

削
減
さ
れ
れ
ば
、
県
・
市
の
財
政
も
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
、
国
へ
意
見
書
の

提
出
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
調
査
と
し
て「
総
務
部
・
税
務
・
教
育

委
員
会
に
関
す
る
調
査
」を
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民営化スタート！（勝本郵便局と横山局長）

市民病院行きバス
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委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

本
委
員
会
で
は
、
①
家
畜
導
入
事

業
資
金
供
給
事
業
基
金
条
例
の
廃
止

②
簡
易
水
道
事
業
③
下
水
道
事
業
④

三
島
航
路
事
業
⑤
農
業
機
械
銀
行
の

四
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
、
⑥
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
⑦
決
算
認
定

⑧
訴
え
の
提
起（
市
営
住
宅
の
家
賃

納
入
及
び
明
け
渡
し
の
請
求
）、
⑨

⑩
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及

び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
二
件
、

⑪
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
意
見
書
採
択
の
お
願
い
、
⑫
悪

質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
被
害
防
止
の
関
す
る
請
願
、

計
十
二
件
の
付
託
を
受
け
審
査

し
ま
し
た
。

 

⑦
平
成
十
八
年
度
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定 

Q
未
収
金
の
督
励
に
よ
る
削
減

と
口
座
振
替
の
奨
励
を
図
っ

て
徴
収
率
の
ア
ッ
プ
を
。
滞

納
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
図
る

べ
き
。

A
未
収
金
の
削
減
は
滞
納
シ
ス

テ
ム
の
活
用
と
口
座
振
替
の

奨
励
を
す
る
。

 

⑧
訴
え
の
提
起 

Q
滞
納
は
高
額
か
つ
悪
質
で
あ
り
、

早
急
な
執
行
と
連
帯
保
証
人
へ
の

書
面
催
告
を
す
べ
き
。

A
連
帯
保
証
人
と
し
て
の
意
識
が
薄

く
、
能
力
性
も
な
い
た
め
、
本
訴

え
に
基
づ
き
執
行
し
た
い
。

⑨
⑩
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
も
内
容
を
審
査

し
、
全
議
案
と
も
原
案
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

⑪
要
請
・
⑫
請
願
に
つ
い
て
は
採
択

す
べ
き
も
の
と
し
、
国
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

今
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
案
件
は
全
部

で
六
件
。
そ
の
う
ち
継
続
審
査
一
件
を
除
い

た
五
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う

条
例
の
変
更
で
あ
り
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

が
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
名
が
変
更
と

な
る
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
現
在
、
セ
ン
タ

ー
で
一
番
多
い
の
は
相
談
業
務
。
常
時
十
人

か
ら
二
十
人
が
訓
練
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算 

　

人
事
異
動
に
よ
る
減
額
分
と
前
年
度
の
繰

越
金
確
定
分
を
施
設
整
備
基
金
へ
積
み
立
て

る
も
の
で
す
。
九
月
現
在
の
職
員
は
正
規
二

十
八
人
、
嘱
託
五
人
、
常
勤
臨
時
二
十
八
人
。

 

国
の
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
る
条
例

の
改
正 

　

年
齢
に
よ
る
負
担
割
合
の
変
更
で
、
施
行

が
来
年
四
月
。

 

介
護
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

　

介
護
保
険
専
門
員
一
人
増
の
人
件
費
が
主
。

あ
と
三
島
地
区
の
運
動
指
導
充
実
の
た
め
、

従
来
フ
ェ
リ
ー
み
し
ま
利
用
で
し
た
が
、
拘

束
時
間
や
指
導
に
無
理
が
あ
り
、
海
上
タ
ク

シ
ー
二
カ
所
、
六
回
分
の
予
算
を
追
加
。
な

お
、
今
年
度
は
島
外
の
講
師
を
招
い
て
介
護

保
険
専
門
員
の
実
務
研
修
な
ど
も
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

 

壱
岐
市
自
然
環
境
保
全
条
例
の
制
定 

　

先
に
制
定
さ
れ
て
い
た
水
道
水
源
保
護
条

例
と
合
わ
せ
て
、
島
の
自
然
環
境
を
保
護
し
、

様
々
な
事
業
活
動
に
伴
う
環
境
へ
の
悪
影
響

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

 

平
成
十
八
年
度
病
院
事
業
決
算
認
定 

　

十
分
な
精
査
が
必
要
で
あ
り
、
閉
会
中
の

審
査
と
し
、
十
月
中
に
二
日
間
か
け
て
審
査

し
ま
す
。

厚
生
常
任
委
員
会

ひまわりの家（かたばる病院裏）

夕部新田（石田町山崎触）
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よ
り
わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

【
研
修
目
的
と
日
程
】

　

編
集
の
プ
ロ
で
あ
る
㈱
長
崎
新
聞
社
、
㈲

正
文
社
印
刷
所
を
訪
問
し
、
平
成
十
九
年
八

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
調
査
・
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
研
修
内
容
と
所
見
】

　

長
崎
新
聞
社
で
は
、
毎
年
開
催
の「
県
内

小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
行
広
報
紙
コ
ン
ク

ー
ル
」の
審
査
員
お
よ
び
事
務
局
を
さ
れ
て

い
る
田
崎
洋
氏
か
ら
細
部
に
亘
り
丁
寧
に
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。「
誰
の
た
め
何
の
た

め
か
」
を
常
に
考
え
、
簡
潔
に
わ
か
り
や
す

く
、
読
ん
で
も
ら
え
る
、
親
し
み
深
い
も
の

に
す
る
た
め
に
表
紙
・
見
出
し
等
、
様
々
な

工
夫
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

正
文
社
印
刷
所
で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
入

校
か
ら
完
成
・
納
品
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、

現
場
視
察
を
交
え
て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
研
修
成
果
を
今
後
の
編
集
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

長崎新聞社にて正文社印刷所にて

　

去
る
八
月
一
日
、
諫
早
市
に
お
い
て
県
下
十
三
市
議
会

か
ら
約
二
百
五
十
人
の
参
加
に
よ
り
、
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
水
出
豊
氏
は
全
国
市
議
会
議
長
会
の
法
制
主
幹

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
特
に
委
員

会
の
役
割
や
権
限
、
ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る

議
会
運
営
に
か
か
る
制
度
改
正
点
等
に
つ
い
て
熱
心
に
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

　

我
々
も
委
員
会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
今
後
の
議
会

運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
崎
県
市
議
会
議
員
研
修
会

講
師
の
水
出
豊
氏

諫
早
市
に
て
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議員活動に対するご理解とご協力のお願い

有料のあいさつ広告
(名刺広告など)

議員からのお歳暮

議員からのお歳暮、年賀状等については
自粛させていただきます。

　政治家が選挙区内にある者に対して、下記に掲げる行為をすることは、公職選挙法
の規定により禁止されております。
　また、有権者が政治家に対して下記の行為を要求することも禁止されています。

◉お歳暮、お中元、花輪、祝儀、見舞い等の品物を贈ること（ただし、親族などを除く）

◉年賀状、欠礼（喪中）状、暑中・寒中見舞い状等のあいさつ状を出すこと（ただし、

答礼のための自筆によるものを除く）

◉あいさつを目的として、新聞、雑誌、テレビ、ラジオなどにより、有料の広告を出

すこと

◉各種行事に金品を贈ること

　したがいまして、壱岐市議会議員一同、これらに関わる行為につきましては差し控
えさせていただきます。市民みなさまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

壱岐市議会　議員一同
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い
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会
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岐
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。
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編　

集　

後　

記

議会中継　ラジオ放送をしばらくお休みします
　平成19年９月28日、壱岐・勝本エフエムの閉局に伴いまして、平成18年３月定例会から開始され
た市議会本会議のラジオ放送を、しばらく休止することとなりました。
　壱岐市民エフエム（仮称）として、来年春の開局に向けて、現在準備中とのことで、市議会本会議のラ
ジオ放送は、来年６月定例会から再開する予定です。

原の辻展示館前体験広場（Ｈ19．10．22）

～古代の食体験～

色鮮やかなコスモス畑（勝本町本宮南触）色鮮やかなコスモス畑（勝本町本宮南触）

秋晴れの下　石包丁による　赤米の稲刈りが行われました秋晴れの下　石包丁による　赤米の稲刈りが行われました

委
員　

市
山
和
幸

委
員　

深
見
義
輝

委
員　

町
田
光
浩




